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Abstract
Cultural　Politics　of　Mimicry．　Analysis　of　Cultural　Conflicts　on
Appropriation　of‘‘Other”in　La　Plata
HAYASHI　Midori
　　　　For　the　Argentinean　lnedical　doctor　Jose　Ingenieros，　who　turned　to　become　one　of　the　most　pres－
tigious　criminologist　of　the　South　American　republic，　saw　Buenos　Aires　as　a　city　of‘‘simulαcio’n”
where　the　people　simulate　or　mimic　each　other．　This　simulation　or　mimicry　does　not　conceal　any
presence　or　identity　behind　its　mask．　To　Ingenieros，　it　is　the　lnost　characteristic　of　his　contemporaries
living　in　that‘‘hyper－modernizing”ρ07厩o（＝・　Buenos　Aires）city．
　　　　Indeed，　the　growth　aIld　rhythm　of　Buenos　Aires’modernization　had　been　spectacular．　Sylnbols　of
the　city’s　expansion　included　not　only　the　magni且cent　opera　house　or　the　beautiful　boulevard　complet－
ed　in　the　late　nineteenth　century，　but　also　proliferating　cheap　housing　for　norl－elite　groups　in　the　down－
town　core．　The　specter　of　the　yellow　fever　epidem玉c　guided　public　concern　over　the　type　of　housing　for
several　years．　The　repeated　regulations，　ordinances，　and　inspections　were　made　and　promulgated　by
new　types　of　elite：public　health　physicians（higienistas）．It　was　precisely　the　higienistas’discourse
that　constructed　the　representation　of　Buenos．Aires，　it’s　people　and　it’s　culture，　as‘‘modernized　too
far”entities，　once　compared　to　modern　European　ideals．
　　　　The　Argentinean　urban　subalterns　whose‘‘subculture”which　has　been　viewed　as　incompatible
and　even　opposite　to　the　native　Argentinean　culture．　In　Argentina，　the　urban　subalterns　was‘‘invent－
ed”rather　than　viewed　after　mid－nineteenth　century　as　an　inferior　cultural　entity　through　the　process
of　hygienic，　psychiatriC　and　criminological　observations，　and　were　thus　identi且ed　as　h4ving　inferior
morals．　Over　time，　however，　the　urban　moral　and　social　problems　were　shifted　from　these　people　in
general　to　only　those　immigrant　peoples．　The　urban　immigrant　culture　was　described　through　the
model　of　European　expansionism　that　subvert‘‘authentic”Argentine　national－native　culture．　These
are　two　clearly　delineated‘‘subcultures”that　have　been　constructed　within　poretefao　elites’stereo－
types：1．＜urban　illness＝immigrant＝menace　of　Argentinean　national　culture＞and　2．＜healthy　rural＝
native＝core　of　the　national　culture＞．　In　the負rst　decade　of　this　century，　the　birth　of　national　folklore，
national　literature　and　national　history　were　institutionalized　in　Argentina，　but　these‘‘national”acade－
mies　were　based　on　contemporary　cultural　nationalism．
　　　　Fin－de－sゴ6016　Argentine　was　one　of　the　most　developed　places　for　criminology，　the‘‘science”to
control　marginal　urban　populations，　especially　immigrants．　Argentine　scientists　not　only　were　at　the
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forefront　of　this‘‘science”inside　Argentina，　but　also　try　to　construct　their　own　original　system　of
‘‘唐モ奄?獅モ?hdifferent　from　the　European　system，　eventually　hoping　to　surpass　the　Europeans．　However，
the　results　of　this‘‘science”was　an　extremely　oppressive　and　brutal　police　state．　This　desire　to　sur－
pass　European　scientific　institution　is　reminiscent　of　．the　desire　to　be　recognized　by　Europe．　However，
the　focus　here　is　the　effects　on　Argentinean　society，
L
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《個人研究第1種》
模倣の文化政治 ：ラプラタ地域における〈他者〉の領有を
めぐる文化的抗争の分析
林 みどり
はじめに
　19世紀最後の年，ブエノスアイレス大学医学部にひとつの博士論文が提出された。タイトルは
「狂気の偽装」。殺人をおかした被告が真の精神錯乱者なのか，狂人を偽装しているのかをめぐって争
われ，世間の耳目をひいた事件に着想を得たものだった。精神病院の症例や警察調書を手がかりに緻
密な分析を展開した論文の序章，「生存闘争における偽装」は，のちに他の章から独立させられ，3
年後にはイタリア語訳が，4年後にはスペイン版が，5年後にはフランス語訳が出されることにな
る。それ自体としてはきわめて厳密な病理社会学的研究でありながら，「生存闘争における偽装」は，
世紀転換期のラプラタ地域に支配的だったく時代の気分〉のようなものを色濃く反映させた作品とな
っている。
　この〈時代の気分〉をひとことで表現するなら，内面的なものを表層にダイレクトに連ねることの
不可能性への気づきがもたらす，漠然とした不安感とでもいうことができようか。地縁や血縁によっ
てゆるやかに結ばれ，顔見知りによって構成されていたありし日の共同体が，人口構成がドラスティ
ックに変化する都市空間にあって急激に輪郭を失っていき，かわりにそこにあらわれたのはよそよそ
しい個人の群れであるような，そうした都市空間ブエノスアイレス。群れを形成する個々人の内面を
読みとることの不可能性に由来する，そのよそよそしさのなかに，著者の若き医学生ホセ・イソヘニ
エロスは，急激に近代社会へと変貌をとげつつある南米の移民都市社会を支配する，漠然とした不安
感を読みとっているのである。
　インヘニエロスが世紀転換期のブエノスアイレス社会にみいだしたのは，互いが互いを映しだしあ
い，模倣しあい，乱反射させあっている無数の複製的な身振りや表現である。身振りや表現といった
ものは，苛烈な生存闘争を生き残ることのみを日々生きているひとびとにとっては，もはやそれを身
に帯びている彼／彼女自身の内面の反映とはなりえない。内面は表層から切り離されて了解不可能な
領域に沈潜していき，表層は外部世界を模倣し偽装する。なぜなら，こうした偽装や模倣は，厳しい
生存闘争を生き抜くために，意識的にであれ無意識にであれ諸個人が身につけずにはおかないひとつ
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の衝動だから，と・インヘニエロスはいう。近代社会に生きる個人は，たえず自分が属する人種や階級
の集団的圧力のもとにあって，集合的な考えかたや感情や習慣を模倣することを強いられており，
「服装や身振り，事物の選択，態度において画一性にむかうようになり，そのため各人は自分自身で
あることすべてを隠すよう強制され，社会に共通しているあらゆることがらを模倣し，自分自身のも
のなど有していないかのごとくに偽装させられる」からである（1）。だが，悲劇的なことに，この模倣
への衝動は，人間の本質を消滅させてしまうものだとイソヘニエロスはのべる。「〈～のようにみえる〉
という習慣が，人間の内部にあるく～である〉ことのための能力をことごとく破壊しても，ひとびと
はそれを気に掛けない」②。
　虚構であるはずの模倣が，やがて本質の領域を覆いつくしてしまうのであるなら，そもそも模倣や
偽装とはいったい何か。模倣が本質にとってかわるのならば，模倣は模倣ではなくなってしまうので
はないか。そうであるとしたら，そもそも狂気の偽装とは何か。狂気を偽装することが，はじめのう
ちはたしかにノーマル（正常＝規範内的存在性）への適応のためのたんなる手段にすぎないとしても，
いずれ偽装された狂気が規範内的領域を占領するのであれば，アブノーマル（異常一規範外的存在性）
であることの意味も浸食されてしまうのではないか。このように考察はすすめられていくわけだが，
さしあたり興味深いのは，模倣や偽装といったキーワードによってインヘニエロスが浮き彫りにする
都市社会像を統べている不安感であり，ノーマルとアブノーマル，内と外，個と他のあいだといった
境界を決定することのできないことへの苛立ちである。ここでは，インヘニエロスの論文に支配的な
漠然とした不安感をとば口に，早熟な近代性が出現しつつあった世紀転換期のブエノスアイレス社会
の言説状況を明らかにしていくことにする。それはひとりインヘニエロスのものではなく，同時代に
ひろく共有されていたものだったのである。
第1章問題としての都市の誕生
【激変する首都】
　19世紀なかばまでのアルゼンチンは，1810年代の独立戦争後の混乱にひきつづいて，諸州を支配
するカウディージョ（頭領）間の覇権争いの時代（1820～30年代），カウディージョ連合の支持する
将軍による数十年にわたる独裁の時期（1835～52年）を経て，なお国内にふたつの政府が存在して
競合する状況にあった。国をあげた近代化に端緒がつけられるのは，ようやく一応の政治的統一をみ
る1860年代に入ってからのことである。
　1870年代以降のアルゼンチソでは，鉄道網の発達により短時間で大量の人や物を輸送し，電信電
話網の拡大により情報を流通させる技術が発展しはじめる一方，パラグア・イ戦争やフロンティア戦争
といったたびかさなる戦争が人の移動を強制し，内陸の経済構造の変容や都市の産業化に刺激され
て，牧畜労働者がかなりの規模で大都市に流入した。また，主として南欧や東欧での政治的・経済的
状況の変化や混乱によって土地を離れたひとびとが，ブエノスアイレスやニューヨークやオーストラ
リアでなら良い仕事につけるとの噂をたよりに，またアルゼソチソの私的・公的な移民奨励キャソ
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ペーンにうながされて数多く流入した。同時期，アルゼンチン以外にもブラジル，チリ，ウルグア・イ
などの南米諸国に移民が多数流入したが，なかでもアルゼンチンは，アメリカ合衆国，カナダ，オー
ストラリアとならぶヨーロッパ移民受け入れ国となった。
　なかでもイタリア人とスペイソ人が移民の多くの割合を占めていた。1895年の在アルゼソチソ外
国人1，000，000人中イタリア人は490，000人でスペイン人は198，000人，第一次大戦勃発により移民流
入数が激減する1914年には，在アルゼソチソ外国人2，377，000人中イタリア人930，000人，スペイン
人826，000人といった具合であった。イタリアとスペイン出身の移民によって構成される「ゴロンド
リーナ」（燕）と呼ばれる出稼ぎ移民が多かったのもこの時期に特徴的で，かれらはヨーロッパとア
ルゼンチンの農繁期がずれることを利用して，毎年大西洋を行き来した。イタリア移民の場合，
1900年を境に・イタリア北部出身者から南部出身者に移民構成の比重が移り，アルゼンチンでの主要
職種も農業労働者から都市熟練職へと転換し，やがて都市労働者の厚い層を構成するようになった。
スペイン移民の多くはスペイン北部ガリシア地方出身であったため，かれらはおしなべて「ガジェー
ゴ（ガリシア人）」と呼ばれ，その3分の1は首都にとどまりサービス業に就いた。
　イタリアやスペインほどではなかったが，他の地域からも多くの移民が大西洋を渡ってきた。たと
えばユダヤ移民。かれらの多くはロシア帝国支配地域出身のアシュケナジムだったことから，しばし
ば総じて「ルーソ」（ロシア人）と呼ばれたが，実際には時期ごとに出身地の傾向にかなりの違いが
ある。1890年代以前はフランス，ド・fツ，イギリス，イタリア出身のユダヤ人が主としてブエノス
アイレス市に居住していたが，19世紀末からはロシア帝政下での迫害から，また1920年代にはポー
ラソドの暴政から逃れたイーディッシュ語を主要言語とするユダヤ人が数多く流入した。また同じこ
ろ，モロッコ出身のセファルディムが，ブラジルやペルーのアマゾソ流域やベネズエラとならんでア
ルゼンチンにも流入し，またオスマントルコからアルゼンチンに移住したユダヤ人の数も増加した。
1920年代の時点でアルゼソチンに居住するユダヤ人は130，000人以上であったといわれる。
　オスマントルコからは，ユダヤ人以前に，非ユダヤ系のレバノソ人・シリア人が移住した。多くは
ギリシャ正教徒かマロン教徒のキリスト教徒だったが，少数ながらムスリムも含まれた。かれらは
「トゥルコ（トルコ人）」と総称され，主要言語はムスリムにあってはほとんどアラビア語で，主にト
ゥクマン州などのアルゼソチン東北部で中小規模の商業に従事した。また1870年代にはヴォルガ川
流域に住むドイッ語を話すひとびとがロシア帝政の抑圧を逃れてブラジルやアルゼソチンに移住し，
千年王国的なプロテスタント集団に属して，エソトレリオス州やブエノスアイレス州などに小さな農
業入植地を形成し，比較的孤立した集団生活に入っていくといったケースもあったω。
　このように多種多様な事情を抱えた移民たちが，アルゼソチンの，とりわけ都市部の住民構造をド
ラスティックに変えていった。農牧業地域出身でない移民の多くは都市に住みつき，また移民の大部
分を占める農牧業地出身の移民も，アルゼンチソ政府の土地分配制度の失策ないし無策のゆえにいっ
たん地方に入植しながら諸都市におびただしく流出した。出稼ぎ移民が多かったとはいえ，アルゼン
チンに残留した移民は，1890年の政治的・経済的な危機の年を別にすれば，ほぼ年を追うごとに増
え，なかでも諸都市に住む移民の数の増大はめざましく，首都ブエノスアイレスにおいてそれは顕著
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であった。
　1855年のブエノスアイレス市住民約93，000人のうち，統計上「ネイティヴ」と分類される人口は
60，000人で「外国人」が33，000人であったのにたいし，その14年後には「ネイティヴ」は89，600人
で「外国人」は88，000人とその数はほぼ拮抗し，1887年には前者が204，000人，後者が228，000人と
逆転する。この32年間で，ブエノスアイレス市人口は4．5倍となり，単純計算でも340，000人の人口が
増えたことになる。さらに1895年までに首都人口は660，000人を越す勢いで，この8年間だけで
228，000人近い人口増加を経験し，この段階で，ブエノスアイレス市人口だけでアルゼンチソ全国の
都市人口の45％を占めることになる②。
　爆発的人口増加と歩調をあわせて，ブエノスアイレス市の様子も急激な変貌の時期を迎えた。南米
大陸屈指の港を抱えるこの都市では，新たな繁栄の時代に入ったことを誇示するかのように，それま
でのシンプルな建築様式からデコラティヴな様式への改築があちらこちらでおこなわれる。コロン劇
場のほかにつぎつぎと建てられる劇場や，「モリーノ」に代表される豪華な造りのカフェテリア。大
蔵省や商品取引所その他の公共施設の建築，郵便，鉄道，電信電話などの・インフラストラクチャーが
整備されていった。煉瓦を基に大小の敷石を埋める形式のものから，石灰と砂からなるボルトランド
セメントによる舗装，当時パリで使われていた木材による舗装も採用された。公道を照らしていた獣
脂と蝋燭の照明は19世紀なかばには灯油による照明にとって変わり，それもやがて石炭ガスを燃料
とする街灯に代替された。
　市の境界線も，都市の拡大にともなって外へ外へと拡げられていった。それにともなって，かつて
「パロキア」（教区）と呼ばれていた市内の街区は，19世紀後半にあらたに6区を加え，のちの「バ
リオ」（地区）の時代にむけて新旧の住民の配置替えと再編成が進行していった。植民地時代からの
伝統的な特権階級は市南部のサソテルモ区やモンセラ区などに住み，比較的あたらしく上昇してきた
上層階級は，19世紀なかば以降，街のあらたな中心部として出現したフロリダ通り周辺に居を構
え，他方，生まれたばかりの中産階級を形成していた小規模商人，事務員，技術者，仕立屋，婦人服
デザイナー，コヅク，菓子職人などの多くは移民で，上層特権階級にできるだけ隣接する地区に住も
うとしていた。
　やがて，伝染病を恐れた上層階級は北部にあたらしくつくられた衛生的な地区に移り住み，「閉ざ
された世界と排他的社会の片隅」の特徴をもつ「バリオ・アルト」（高地区）＝「バリオ・ノルテ」
（北部地区）を形成するようになる。同様に，中産階級も都市南部を捨て，かつて特権階級が週末を
過ごした郊外の別荘地区に移り住んだ。かわりに特権階級に打ち捨てられた「バリオ・バッホ」（低
地区）＝「バリオ・スール」（南部地区）に流れこんできたのが，移民労働者たちである。かれらは金
持ち層が住んでいた古い広大な館を区切った集合住宅コンベソティージョを形成したり，投機用に細
分された土地や荒地に残されたあばら家，賃貸住宅，木造の掘っ立て小屋に住みはじめた。それまで
の人口増加による都市の拡大に加えて，都市中央部に住んでいたひとびとが多数移り住んだことで，
従来は郊外とみなされてきた地区が市の行政区内にとりこまれ，結果的にブエノスアイレス市の境界
線は黄熱病流行によって格段にひろがる結果を生んだ（3）。
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　ブエノスアイレス市は数度にわたって天然痘，コレラなどの伝染病に襲われたが，約13，760人の死
者をだした1871年の黄熱病の流行はとりわけて衝撃的だった。黄熱病による死者の数の多さもさる
ことながら，伝染病をめぐる言説が黄熱病をきっかけに一気に流通しはじめたからだ。都市住民に関
するあらたな言説が構成されていき，都市内部の南／北の住み分けが急ピッチで進み，都市のイソフ
ラストラクチャの整備をうながすことになる。黄熱病が流行した年には公共墓地の建設がはじまり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ3年後には，1856年のコレラ流行時以来ずっと懸案とされてきた上下水道網の建設がはじまる。都市
の汚水や排水の流れ道となっていた低い公道は，これを機に舗装道路へと変貌をとげる。ゴミの回収
もシステマティックにおこなわれはじめ，各種病院の新築や増築があいついだ。伝染病は外国からも
たらされると考えた当局は，1876年には感染のおそれのある移民の輸送禁止と上陸時点での移民局
と衛生医による検査を義務づけた移民法を公布した。
【新時代のエリート】
　このような一連の都市改造や法律制定に専門家としての助言を与えただけでなく，現実に行政の現
場に関与していくエキスパートとして一躍脚光をあびるようになったのが，公衆衛生医である。
1873年にブエノスアイレス大学医学部に設置された公衆衛生学講座のもとに養成された衛生学の専
門家たちは，都市貧困層の身体的健康の問題に関与するだけでなく，労働の場，住居，娯楽施設など
での観察とそこでの活動をつうじて，衛生工学，労働法，社会保障システムの組織化，さらに飲酒や
娯楽など，労働者の習慣や日常生活の細かい部分に介入し提言をおこなうようになった（4）。
　1883年に書かれた著名なテクストrブエノスアイレスの賃借住宅に関する研究』のなかで，国会
議員で公衆衛生学講座の初代教授ギジェルモ・ラウソソが述べているように，衛生学者が強い関心を
示し足繁く通ったのは，「資本にまったくかえりみられない」ブエノスアイレス市南部，つまりそれ
までは見捨てられ注意を払わずにおかれた周縁部，絢欄豪華な都市の「つまらない汚点」，管理のい
きとどかない微少な細部であった。ラウソンによれば，労働者や貧者の住居ほど公衆衛生に密接に結
びついた「社会学的・経済学的諸問題」はなく，それも「困窮者に関係する博愛主義的な視点からと
いうだけでなく，健康や生活に関係するという意味で共同体の諸利益の視点から」，労働者や貧困層
の住居は扱われなければならない。もはや個人の隣人愛や慈善ではなく，社会の諸利益を管理し守る
衛生学の公的な介入が，そこには必要とされているというのである。労働者の住居について，ラウソ
ンはつぎのようにつづけている。
　内部の空気が入れ替えられることはけっしてなく，もっとも怖ろしい病気の萌芽が育成されて
いるあの悪臭を放つ豚小屋から発散物は流れだし，周囲の空気に取り込まれ，おそらくは金持ち
の瀟洒な館にまで運ばれていくのだ。
　ある日，わたしたちが細心の注意を払い愛情を注ぐ天使，家庭のなかでもっとも愛されている
息子が，高熱と重い病いの苦しみにうめき声をあげながら目をさます。母親の胸は心配と苦悩で
張り裂けそうになり，すぐさま名医が呼びにやられ，医者は病人の側にあわてて駆けつける一一一
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・。この残酷な病気はどこからやってきたのか？　衛生の処方箋どおり，家は清潔でゆったりと
しており，換気も採光も十分だ。食材はえり抜きのもので調理は慎重な監督のもとになされてい
る。前夜まで健やかで活力にみなぎっていた子供の身体が，どのようにしてあの突然の体質変容
に苦しまなければならなかったのか，それを説明するものはなにも見つからない。もしかしたら
病人は回復し，わたしたちは天に感謝し，医師は幸福に職務を終えるかもしれないが，あるいは
その子は死んでしまって家族の心を永遠の悲嘆と空虚に突き落とすかもしれない。だがわたした
ちは，悪の起源を探査したりはしない。かくして状況は前の状態とまったく同じままにおかれ，
危険は他の人々にとっても存続しつづけるのだ（5）。
　医学史家ウーゴ・ベセッティによれば，1870年代なかばまでの衛生学では，伝染病は動物や植物
といった生物体が原因であり，それらの生物体が発散する「潭気」が流れだして風にのって都市全体
に拡大するものと説明されていた。その段階では，伝染病の原因となる生物体は人間ではなく他の動
植物で，しかも市内の方々に散在していて，市内のある一定地域に限定的なものとはみなされていな
かった（6）。だが80年代に書かれたラウソンのこの影響力のあったテクストでは，伝染病の核は生物体
から貧困層の住居へ，ブエノスア・イレスの限定的な片隅へと移動させられるのである。
　ラウソソの叙述は，労働者や貧困層の差別を助長するために書かれたわけでない。さきのテクスト
でめざされていたのは，社会改良にまったく興味を示さない大ブルジョジーアやオリガルキーによっ
て構成される国の支配層に，病気にたいする恐怖の念をおこさせ，安価な賃貸用の住居建設に取り組
むようかれらに働きかけることにあった。だが，ブルジョアジーの「エゴイズム」を批判する一方で，
病気は貧困層の住居に棲むだけでなく，飲酒や洗顔手洗いの欠如といった貧困層の日常的な「諸習慣」
に棲息するとの指摘がなされるとき，衛生学的言説は都市貧困層の監視と，囲いこみと，飼い慣らし
をめざす言説となる。「市の検査官はできるかぎり頻繁に家々を訪れ，もっとも誠実な責任感をもっ
て賃貸住宅の運営条例を遂行させるよう導くことが肝要である」，としたうえでラウソンが提示して
いる賃貸住宅の入居規則には，つぎのようにある。「家族の誰かが種痘を接種していなかったり，な
　　　　　　　　　　　く
かなか種痘をうけようとしない者たちの入居は禁じられるべきこと」，「家賃は週ぎめの前払いで，監
督官の執務室で毎月曜日の午前9時から午後6時までに支払われるべきこと」，「通路，便所，洗濯
場は毎土曜日に洗浄し，毎日10時前には掃き清められるべきこと。以上は賃借人が交替でおこなう
こと」，「午前10時以降に絨毯を叩くなどの作業をおこなわないこと」，「子供たちは階段，通路，洗
濯場では遊ばせないこと」，「間借り人は壁に紙を貼ったり，壁を塗ったり，壁になにかを描いたりし
ないこと」，「ガスは夜11時には閉められ，同時に道路に面した扉も閉じられるべきこと」，「賃借人
は各部屋で出産，死亡，伝染病患者がでた場合はただちに監督官に知らせるべきこと。この条項に従
わない者は家をあけわたさなければならない」，「騒々しかったり節度のない賃借人はすぐさま家をあ
けわたすべきこと」等々ω。
　労働者や貧困層は1ヵ所に集められ，細かい時間割にそった集団行動を義務づけられる。軍隊や
監獄を彷彿とさせる細かい規則のもと，収容者の身体は，壁紙を貼ることから大声をあげることにい
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たるまで徹底した監視のもとにおかれ，揺りかごから墓場まで，毎週の賃料支払いや抜き打ちの市検
察官の訪問をつうじて常に監視されたのである。
【白衣をまとった宗教者】
　病気と重ねあわせられることで，都市労働者の身体や住空間は，多様な表象をまとわせるのに絶好
の素材へと変貌する。1878年にフアン・マヌエル・ブラネスが描いて成功をおさめた「ブエノスア
イレスにおける黄熱病のあるひとつのエピソード」と題された絵画をみてみることにしよう〔図版
1〕。貧民街を襲った伝染病の猛威の爪痕がなまなましく残された部屋を，ロケ・ペレスとマヌエ
ル・アルヘリッチとおぼしきふたりの医師が訪れている。おずおずと医師を見つめる裸足の少年は，
うら若き母親の死をまだ実感していないのか，唇にかすかな笑みさえ浮かべ，煉瓦を敷いただけの汚
れた床の上では，死んだ母親から乳をねだって赤ん坊がその胸元をまさぐっている。医師の背後にか
いまみえる戸口の外には隣近所のひとたちが群がり，どうやら涙に暮れている様子だ。厳粛な死の光
〔図版1〕J・M・ブラネス「ブエノスアイレスにおける黄熱病のあるひとつのエピソード」Jos6　Luis　Romero
　　　　＆Luis　Alberto　Romero（dir．），Buenos　Aires．　Historia　de　cuatro　sigios，　t．1（Buenos　Aires，　Abril，
　　　　1983）所収。
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景をまえに，医師は帽子を脱ぎ，死者の冥福を祈って黙祷を捧げている。
　鑑賞老の胸をうつこの弔いの光景は，しかしながら，複数の意味を同時に表象する構成のされかた
をしていることに注目しておかなければならない。眼差す医師と眼差される死老の対比は，〈身繕い
をしたブルジョアジー〉と〈乱れた衣服に裸足の貧者〉という社会階級の象徴であり，〈死者の魂を
救済する神父＝父〉とく救済を待っている信者＝子〉という宗教的な階層の表象であり，〈外の光の
世界に住む男〉とく内の闇の世界に住む女〉というジェソダー化された空間的弁別の表象である。医
師とボカ地区の住民という対比が，〈健康一ブルジョアジー＝救済する者／神父＝父＝男＝光〉にたい
する〈病死＝貧者＝救済される者／信老＝子一女＝闇〉というくっきりとした二項対立の表象へと分
節されているのである。その意味で，黄熱病流行という具体的な出来事の意匠を借りてはいるもの
の，この絵画は世俗化された一種の宗教画にほかならず，この絵の教訓が鑑賞老に求めるのは，ジェ
ンダー化された階層性に支えられている世界観を承認せよということなのだ。
　健康な光と病的な闇の対立を，ジェソダー，階級，都市空間の表象にかさねる言説の典型として，
医学と犯罪学の専門雑誌『精神医学・犯罪学・隣接諸科学紀要』に掲載された「犯罪と売春の生
医学的・文学的諸印象」をあげることができるだろう。イタリア人移民の父をもつ書き手のフラソシ
スコ・シカルディは，ジェノヴァとブエノスアイレスで医学と薬学を学び，地方で医療にたずさわっ
たのち首都に戻ってからは，サンロケ病院の院長やブエノスアイレス大学医学部の代理教授をつとめ
るかたわら，小説家を志していた。
　シカルディが，ブエノスアイレス大学医学部教授の肩書きのもとに書いたこの論文のなかで，ブェ
ノスアイレスは次のような空間として描かれている。
　その夕暮れ時をわたしは忘れることができない。ざわめきたつ長い昼が消散していって薄暗が
りが降りたち，あらゆるものをすっぽりと包み込む。真っ暗な街区と闇の片隅では恋人たちが逢
い引きし，お告げの祈り〔キリストの受胎告知を記念する祈り〕が万民のための贈宥を願う祈祷
をあげていることを告げる教会の鐘の音が響いているとき，不安な影のような姦婦たちが光乏し
い道を通りすぎていく。危険な時間がやってきた。薄暗がりはよりいっそう降りたち，あらゆる
ところでその濃さを増し，そこごこで〔売春の〕ご商売の灯りがともる。そうして街灯にあかり
が入り，道のうえにその影が揺れざわめく。街灯の下を馬車が通りすぎ，路面馬車がうなりをあ
げてレールの上を走り去る。夜空はひどく暗い。星は，あたかも都市の生活では何の役にもたた
ないかのように，そしてあたかも夜の限りなき平和の不寝番たる田舎の孤独を楽しませるだけに
創られたかのように，なかなか輝こうとはしないのだ……。
　酔っぱらいや白痴といったこれらのオナニストたちは，ソドムの堕落の賛歌をうたいながら死
にむかって行進し，退化した大群となって虚弱な軌跡を残していく。あらゆるところで，いまわ
のきわの喘ぎ声のなか，低い大地は悲惨な家々と不潔な大部屋を混ぜあわせ，壊疽がこうした犯
罪の兄弟をさいなみ，娼婦，泥棒，売春斡旋業者，贋造老，姦婦や姦夫，詐欺師，人殺しといっ
たあらゆる人間的悪臭は，すさまじい章を書きのこして死んでいく。やがて大地は沈没し，すべ
ユ28
てのひとびとを死で汚染する。歪んでぞっとするような渋面の頭蓋骨が投げだされているところ
に，全身を血液膿性の潰瘍に覆われた人間を横たわらせて（8）。
　「歪んでぞっとするような渋面の頭蓋骨」とは〈メメソト・モリ〉の形象のことである。こうした
宗教色を帯びた寓話的光景のなかで，「低い大地」つまりボカ地区とその周囲の住民の身体は，悪徳
や狂気，性病，金銭欲，ふしだらな性愛などのネガティヴな意味を指し示す記号へと変えられてい
る。驚くほど過剰にネガティヴな表象が重ねあわせられているこの論文が掲載されたのが，医学の専
門雑誌であった事実は，逆に医学的言説のなかで，都市貧困層の身体と精神がどのような扱われかた
をしていたかを示していよう。
　いまや貧者の道徳心こそが救済されなければならないのであって，それを可能にするのは唯一医者
だけだ。というのも，かれらの精神のありようは，それまで考えられてきたように身体という神秘の
ヴェールに隠されているのではなく，身体の表層にさまざまな医学的徴候として可視化されており，
その徴候を解読することができるのは医者だけだから，というわけだ。内面が表層から切り離され、
一般人には了解不能となってしまった〈偽装の時代〉においてはじめて見いだされた専門家の特権。
こうして，役人であり社会改良主義者であるという医師たちの自己認識は，宗教的な指導者としての
自覚をも獲得することになる。
【健康な田舎】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アブノ－tマル　ひとびとが折り重なるようにして暮らす都市空間を〈異常一規範外的存在性〉とみなす言説は，簡
単にその逆像を都市の外部に設定する。シカルディのいう「平和の不寝番たる田舎の孤独」がそれで
ある。だから，シカルディの文章が書かれたのと時を同じくして，異常性の治療矯正をめざす居留保
護院を，ブエノスアイレス市の内部ではなく外部に設置する動きがあらわれたのは偶然の一致ではな
い。居留保護院は，囲い込みをいっさい廃したイギリス式のオープン・ドア・システムをモデルにし
たもので，ブエノスアイレス市最大のメルセデス狂人保護院の院長を務めていたドミソゴ・カブレー
によって1899年以降導入された（9）。
　1908年，カブレーは，ブエノスアイレス州ルハン区域の地方狂人居留保護院の着工にあたって，
大統領を筆頭に，大臣その他の紳士淑女が居並ぶ前でおこなわれた演説のなかで，誇らしげにこのよ
うに述べていた。「このあらたな保護院は，水路にかこまれた234ヘクタールのきわめて肥沃な美し
い牧草地に建設され，いくつものばらばらの棟によって構成されることになるでしょう。これらの棟
は，アルゼソチンの気候条件に適した小さくて簡素で居心地のよい別荘の形をしており，庭の真ん中
に分散した配置で据えられるので，全体としてみると，ピクチャレスクな小村落のような印象を与え
ることになるでしょう」。
　カブレーの説明によれば，保護院は5つのセクシゴンからなり，各々が幅広い道路で区分けされ
ている。患者は入院にあたって管理部で検査をうけ，どの程度の〈異常性〉をもつかによって分類さ
れ，学校や体操施設や教会などが設置されている棟に送られる「教育可能な者」や，奥深くに配置さ
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れ厳重な「治療と看護」を必要とする「重度の狂人」などに分類される。これに，酪農場，鶏と豚の
飼育場，耕作地，調理場，機械室などが付随しているという（1　°）。都市住民の混沌した居住空間とは対
照的に，保護院の居住者にたいしては分類と弁別が徹底され，計画的に分散させられ，シカルディ流
の「田舎の孤独」に囲いこまれる。重症患者をのぞけば，他の入院患者には学びと祈りと労働の場が
与えられる　　というより，強制されるのだ。
　この保護院をカブレーが「ピクチャレスク」と形容しているのは興味深い。自然の無秩序を飼い慣
らし手懐けて調和させる装置がピクチャレスクであるとするなら，この保護院のピクチャレスクは，
ブエノスアイレスの貧困層の空間という圧倒的な無秩序のく自然〉が発見され，それを管理して秩序
だてようとする，医学的な技術のなかから生まれてきた眼差しの装置と考えることができるからであ
る。こうした空間に〈異常者＝規範外的存在〉を置いているかぎり，カブレーの演説に耳を傾けてい
る大ブルジョアジーにとって，もはや病いがなんら脅威を与えるものではないことを，「ピクチャレ
スク」の一言は示唆しているのである。
　それをもっとも如実に示しているのが，1918年に出版されたカブレーのr演説集』に収録されて
いる，描き手不詳の居留保護院眺望画だろう〔図版2〕。『演説集』には，ルハン区域だけでなく，コ
ルドバ州の居留保護院，チャコ地方の病院やサナトリウム等の着工にあたってカブレーがおこなった
演説が収録されており，そのすべてに同様の彩色眺望画が付されている。強烈な原色をいっさい排し
てパステルカラーに統一された全体の色調といい，陽光に満ちた広大な大地や広々とした大空とい
い，そのほとんどがルハン区域の眺望画と似たり寄ったりの特徴を備えている。
離辮購叢
?
〔図版2〕　ルハン区域の地方狂人居留保護院眺望画Domingo　Cabred，」Discursos　sobreαsilos　y　hospitales
　　　　regionαles　en　tαReptibtiea　Argentina（Buenos　Aires，　Talleres　Graficos　J．　Weiss　y　Preusche，
　　　　1918）所収。
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　このルハン区域の絵では，ほどよく調節された光のなか，中肉中背の男たちが，簡素で清潔そうな
青色の作業服と白い帽子を身につけて労働に励んでいる。監督者もいないのに，1ヵ所に集まること
なく，自分の役割を果たすべく脇目もふらず一心不乱に労働に精をだす。あたかも道路の両脇に数
メートルおきに規則正しく配列された木々のように，収容者の意識は規則正しく自発的労働へと差し
向けられている。ここには，収容者の肉体的・精神的な逸脱の徴候も，またかれらをとりまく自然環
境の常軌を逸した激変の徴候もなく，すべてが馴化されたコソフォートの理想郷が描かれているので
ある。それが収容老にとってのコンフォートではなく，監視している側にとってのコソフォートであ
ることはいうまでもない。
　いいかえればこの絵は，居留保護i院が，18世紀に発見された自然の崇高な無秩序と19世紀に発見
された人間精神の潜在的な無秩序を，ともに飼い慣らす装置であることを示すと同時に，収容者自身
によって労働規範が内面化され，見事な一望監視システムとして機能することを予告しているのだ。
人間精神が飼い慣らされれば，物理的に施設を囲い込む必要はなくなる。囲いはそこで働く労働者の
精神の内部に存在しはじめるからである。逆説的ながら，カブレーの導入したオープン・ドア・シス
テムとは，収容老の精神を規律でがんじがらめにする見えざる囲いの象徴なのである。
　都市空間と田舎空間の価値の転倒をもたらしたのが，都市社会をめぐる問題の発見にあったことは
いうまでもないが，現実の都市の変容や地方の変化が直接的にこうした転倒をもたらしたわけではな
い。移民流入による都市の人口増加が1880年代以前になかったわけではないし，伝染病にしたとこ
ろで黄熱病以前に何度も流行し，またシカルディの論文にあるような娼婦も以前から存在していた。
問題は現実社会の変容それじたいというより，その変容をめぐる言説編制のほうである。
　つまり，1862年にアルゼソチソが統一され，輸出経済体制が確立して世界市場にアルゼンチソ経
済が組み込まれ，ブエノスアイレスを中心に四方八方へのびる鉄道網が整備されるにつれて，アルゼ
ンチン唯一といってよい輸出入の玄関ロブエノスアイレス港の重要性がそれまでとは比較にならない
ほど増大し，1880年には州から独立して連邦首都と定められたブエノスアイレスには地方のオリガ
ルキーの子女が移り住み，世界有数のオペラハウスであるコロン劇場や，モリーノに代表される豪華
な造りのカフェテリアにかれらが集う光景がそこここで見られるようになるとき，つまりはブエノス
アイレス社会が政治的にも経済的にも重要視されはじめ，オリガルキーやブルジョアジーの実際の住
空間となるとき，それまでは見過ごされてきたことがらが，あらためて問題として発見されたのだ。
　都市を問題とみなす言説を正当化し補強するためのく数値集め〉も，この時期からさかんにおこな
われるようになった。1870年代以前にはなかった伝染病統計，犯罪統計，狂人統計といった特殊な
統計がとられるようになり，数の精緻化をはかる技術が発達していくにつれて，それまで見すごされ
てきたものまで統計数字に組み入れられるようになった。その結果，当然のことながら年を追って病
気や犯罪は〈増加〉の道をたどった。さらには，それまでさして気にもとめられてこなかった軽微な
犯罪や狂気の徴候を見いだし，管理し，収容する監視体制が強化されていったことによって，統計数
字はいよいよく増加〉。そしてこうした数字の増大が，あたかもブエノスアイレス社会の状況の悪化
を客観的に示す唯一絶対の指標であるかのごとくに，ひとり歩きしはじめたのである。なかでもこれ
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らの統計数値のく増加〉に貢献することになったのが，20世紀初頭，ブエノスアイレス大学を中心
に開花した犯罪学ないし犯罪人類学であった。
第2章　身体の観察・管理・監視
【監視と管理の学登場】
　犯罪者は生まれおちたときから犯罪をおかす素質を宿しているとするく生来性犯罪者〉説をとなえ
て，一躍時代の寵児となったイタリアの犯罪学者チェーザレ・ロンブローゾのく理論〉が喝采を浴び，
その後，賛否双方の激論をひきおこしながら，犯罪学の領域をきりひらいていく出発点になったのは，
1885年にローマで開催された第1回犯罪人類学国際会議である。アルゼンチンはラテンアメリカで
最初にこの新しいく科学〉をとり入れた。国際会議の2年後，ブエノスアイレス大学法学部では，
1885年の国際会議での実証主義的な提起を全面的に支持するとの宣言がなされ，これをうけるかた
ちで，翌年，司法人類学協会がブエノスアイレスに設立され，さらにその翌年にはブラジルでも同様
の協会が興されて，アルゼンチソとブラジルは19世紀のラテソアメリカにおける犯罪学の中軸を形
成した。実証主義的犯罪学への言及は，1889年にはメキシコで，1890年にはコスタリカで，1892年
ではチリの諸大学の教育現場でなされるようになり，1899年には犯罪人類学と身体測定学の講座が
キューバのハバナ大学におかれるようになったが，犯罪人類・社会学として大学の正規講座がおかれ
たのは，これもまたアルゼンチン（1898年）が最初であった（D。
　イタリアの亡命アナキスト，ピエトロ・ゴリが1898年に創刊し，4年で廃刊になったアルゼソチソ
最初の犯罪学雑誌『近代犯罪学』をひきつぐかたちで発行されはじめた『精神医学・犯罪学・隣接諸
科学紀要』（以下r紀要』と略称）は，フランスのr犯罪人類学紀要』に匹敵する雑誌としての自負
を後世のアルゼンチンの犯罪学者たちに与えた。この雑誌の初代編集長の座にあったのが，博士論文
の序章で「生存闘争における偽装」を書いたホセ・・イソヘニエロスである。
　『紀要』が扱うことになる「異常者」として，インヘニエロスは，「殺人者，天才，嘘つき，稚児愛
者，博愛主義者，吝薔家，精神錯乱者，泥棒，主義思想の唱道者，教条主義者，愛好家，放浪者，娼
婦」をあげたうえで，かれらは「良きにつけ悪しきにつけ，社会的な諸集団に生をあたえ発酵をうな
がす酵母」であって，かならずしも社会にとって悪ではないとつけ加える。重要なのは，これらの
「酵母」を決定する精神的・社会的異常を，「経験と実験」を土台にした学の領域において探査するこ
とであるとインヘニエロスは述べる。
　精神病理学の研究領域は，日々より広いものとなっている。精神病理学の一ページを占めては
いるが，精神病院への入院を強制する臨床的諸形式を研究することだけに限定されている精神科
医たちの領域を，精神病理学は含み込む。また，犯罪者を研究するだけの犯罪学者たちの領域を
精神病理学は包含する。さらに，社会にとって外部的なこれらの精神的異常性の諸形態のほか
に，特定の条件のもとでは刑法や精神医学や法医学の領域にも顔をのぞかせる，数かぎりない緩
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やかな精神病質的諸形態を精神病理学は包含するのである（2）。
　イソヘニエロスは精神病院という狭い空間での臨床のみに特化する精神医学と，犯罪をおかした者
だけを対象としてきた犯罪学を，ともに社会外的存在　　精神異常老と犯罪者　　だけを扱う狭い学
問としてしりぞける。そうしておいたうえで，ラテンアメリカにおいてめざされるべき「犯罪学のあ
らたな学派」は，社会的規範の内部と外部の双方を対象とする横断的で拡がりのある学問領域である
と自己定義する。犯罪学の「南米大陸学派」とでもいうべき存在が，ヨーロッパの諸学派からも従来
の学問領域のヘゲモニーからも自由であるための根拠を，社会を精神病理学の眼差しで解読すること
におくのである。
　重要なのは，このような「あたらしい学派」の構築への意志が，「世界初」であったり「世界でも
例外的」であったと自負される，社会監視と排除のための学的営為や制度的装置の形成をうながした
ことである。刑務所と警察というふたつの抑圧装置とのタイアップというかたちで，それは実現され
た。そのひとつが，1907年にブエノスアイレスの国立刑務所内に創設された「世界初」の犯罪学研
究所である。
　刑務所長アソトニオ・バルベーが「心理学の役所」と呼んだ犯罪学研究所の初代研究所長に任命さ
れたインヘニエロスは，犯罪学研究所のアウトライソをつくるなど創設から深くかかわりをもち，犯
罪者を対象とする諸学問間のネットワークの総体として研究所を構想した（3）。彼の構想によれば，犯
罪学研究所は，犯罪を特定する諸要因についての研究が営まれる「犯罪因学」，「犯罪因学」をすすめ
るための素材を発掘し提供するために，犯罪者のさまざまな反社会的行動の分析や個別臨床をおこな
う「犯罪臨床」，犯罪予防のための諸制度や司法への応用や刑務所システムを研究する「犯罪治療学」
からなる，「犯罪学臨床」の場と定義された。「犯罪因学」で得られたデータは「犯罪治療学」での予
防的法律の基準の土台づくりに利用され，また「犯罪臨床」で抽出されたデータは刑務所制度やその
体系の組織化を方向づけるために参照されるというものであった（4＞。
　相互に参照し協力しあうこの緊密な学問上のネットワークの体系が，〈既往症〉一く診断〉一〈予後〉
からなる医学モデルにその規範をとっていることはいうまでもない。こうした医学モデルを社会に応
用する実験はすでに衛生学のなかで実現されていたとはいえ，システマティックな学問機関としてひ
とつの場を与えられ，行政当局と社会的機能を分担しあいながらも，当局にたいして自律的な言説空
間を構成しようとしていた点で，犯罪研究所はきわだっていた。
　研究所が設置されていた具体的な場の問題も想起しておこう。看守との最小限の会話をのぞいて他
の受刑者との私話が許されない厳重に監視された静けさのなか，細微にいたるまで管理された時間割
りのもと，「洗濯屋」「鍛冶屋」「電鋳屋」「仕立屋」等に配属された「工房」で労働をこなしていくこ
とが強制されるオーバーン方式のブエノスアイレス刑務所で，犯罪者は，フーコー流にいえば，修道
院生活と工場での規律・訓練を手本に社会のミニチュアとしてつくりだされた領域に監禁されてい
た（5）。一方的に眼差され，眼差しかえすことの許されないこれら受刑者の沈黙する身体は，犯罪研究
所の医学的規範のなかにひきわたされることによって，もうひとつ別の領域への監禁，すなわち医学
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的規範への監禁を強制されることになったのだ。社会的規範からく疎外された者＞alienadoであると
いう有罪判決を判事からすでに受けていた受刑者は，こんどは〈錯乱者＞alienadoであるという判決
を研究所のドクターたちから受ける。犯罪研究所は，〈受刑者一医老〉の関係を，〈判事一被告〉の階
層的関係へと横滑りさせるものであった。医者は，受刑者の身体を支配することをつうじて，審判官
の特権を身に帯びるのである。
【境界領域の監視】
　犯罪学研究所にならぶもうひとつの重要な装置は，ブエノスア・イレス警察付属の「精神異常者観
察」，別名「《11月24日》違反者預かり所」である。ここでは，すでに犯罪をおかした者だけでなく，
これから犯罪をおかす可能性があるとみなされる者や，はっきり精神異常と確認することはできない
ものの，異常の可能性ありと判断される老が対象とされた。1902年から9年間にわたって観察業務
の指揮にあたった・インベニエロスは，精神異常者観察を「公共サーヴィス」とみなし，「その組織と
機能は諸外国の大都市でも例外的なものだった」と自賛している。
　精神異常老観察の創設を回顧するインヘニエロスの記述にしたがえば，精神異常者観察は，イソヘ
ニエロスの同僚で，ラテンアメリカではじめて犯罪人類社会学の正規講座を開設したブエノスアイレ
ス大学法医学教授フラソシスコ・デ＝ベイガの主導のもと，法医学講座に付随する精神医学と犯罪学
の臨床の場として構想され，市警察署長の協力を仰いで1900年に実現した。とはいえ，あくまで医
学と法学の共通領域でなされる臨床の場であり，「治療と予防を目的とし，なんらかの精神錯乱に襲
われた者や貧困者，家族に捨てられた者たちすべてを収容して，精神異常者＝疎外された者たちを観
察し診断する」ことだけが純粋にめざされる施設であって犯罪学研究所と同様，精神異常者観察もま
た，警察機関から独立した学問の場であると強調された（6）。
　しかしながら，精神異常者観察の助手をつとめ，のちにブエノスアイレス大学法学部の非常勤講師
になるベドロ・バルビエリは，警察機関の代表的な刊行物『警察雑誌』とアルゼンチン医学界の権威
ある雑誌r医学週間』に1900年に掲載され，数年後には『紀要』に転載された論文のなかで，精神
異常者観察は，じつは警察機関の末端組織をかねていたと証言している。
　《11月24日》診療所の開業は，わたしたちの〔法〕学部において実証学派が決定的な承認をう
けたことをしめしているだけでなく，警察機関が実証学派を承認したことをしめしている。警察
機関があたたかく歓迎してひきうけてくれたおかげで，すべての警察官吏から好意的な支援を表
明されると同時に，末頼もしい協力を約束されて，デ＝ベイガ教授は警察当局の出先機関のひと
つのなかに自分の講座を設置したのである⑦。
　警察活動と連動する精神異常者観察が対象とするのは，社会外的存在であることが明白とされる
「専門的な犯罪者」や「狂人」以外に，子供から大人にいたるすべての年令の「放浪者」，反抗的だっ
たり喧嘩早かったりするコソバドリート〔チンピラ〕，アルコール中毒者，アトラソテ〔浮浪者〕な
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ど，犯罪者や精神異常者と正常者とのボーダーにある人間たちである。、
　たとえば，インヘニエロスの代表的な論文集『犯罪学』の臨床例にあげられている，アルコール中
毒者F・Nの例がそうである。F・Nのように医学的・犯罪学的に判断のむつかしいボーダーにある
人間は，「より慎重で決定的な評価をくだす」目的のもと，精神異常者観察への「通常より長期にわ
たる逗留」を強制された。F・Nの身体がアルコールに蝕まれていくことそれ自体が懸念されている
からではない。長期にわたって決まった職につくことなく，また物質的に豊かになることや家庭を支
えることへの意欲をもたず，身体頑強な壮年期にあるにもかかわらず「寄生的に生きている」F・N
の身体をつうじて，ブルジョア的価値の追求を放棄しているという「退化」のしるしとしてアルコー
ルは見いだされたのであり，その「退化」のしるしのゆえに拘束されたのだ。遺伝などの「既往症」，
身体診断や言語能力，知的能力，感情，意志，「心理学的諸性質」をみる「現在の状況」，こうした
「病人」をまえにしたときの社会防衛や最終的な収容施設のありかたを考察する「法医学上の解釈」
にいたるまで，医学的メソッドにのっとって詳細に記録されるF・Nの身体は，治癒のために拘束さ
れるのではなく，懲罰のために拘束されるというのですらなく，純粋に医学的診断それ自体を目的と
して拘束されるのである。アルコール中毒者だけでなく，「チソピラ」，浮浪者といったブルジョア的
規範の外に存在する〈異常な＝規範外的な〉人間の臨床がつみかさねられることによって，精神異常
観察では，市民のふるまいを倫理化するための知的技術が養成されていったのである（8）。
　通常の警察機関の権限では直接関与することのできないこの領域に棲息する膨大な数の人間を，
「観察」の名分のもとに連行するシステムによって，警察は監視のいきとどかない領域をカヴァーす
ることができただけでなく，警察組織の恒常的な人員不足を補うこともできた。一方，学老たちは，
ふんだんな臨床例を得るためのうってつけの場を提供された。ここに，警察機関と学的営みの互恵関
係がはっきりとうちたてられたことになる。たとえば，1900年のブエノスアイレス版以降，英語，
フラソス語，ポルトガル語，イタリア語に翻訳され，1912年には大幅に論文が追加されて決定版の
出されたインヘニエロスの『犯罪学』は，精神異常者観察と犯罪学研究所での豊富な臨床に基をおき，
それに裏付けられていた。警察機構の協力に支えられたこれらふたつの「実験室」とそこでの観察の
暴力なくして，国際的に評価の高いこの論文集は出現しなかったろう。
【指紋は世界を可視化する】
　ところで，学問の名のもとに，行政や司法当局との緊密なネットワークを組織だてた犯罪学は，当
初から移民のコントロールに照準をあわせていた。r近代犯罪学』への寄稿者でもあったルイス・マ
リーア・ドラゴは，1888年に開かれた司法人類学協会の講演のなかで，このように述べていた。
　　・わたしたちは〔アルゼンチンの〕思慮のない，ほとんど無分別な寛大さのシステムに反発
しなければならないのです。アルゼンチン共和国には，日々より多くの割合で移民がおしよせて
きていることを思いおこしてください。もしかしたら，わたしたちの抑圧システムの寛大さと法
的ならわしのおかげで，この国は，警察のたえまない追及や，判事の断固とした厳格さに追われ
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てヨーロッパから亡命してきた犯罪者たちの活動にとって，ありがたい場所になってしまうかも
しれないのです。
　われらが大地を肥沃なものにするべく努力しようとやってくる誠実な労働老にたいしては，両
腕を広げて迎え入れ，われらの大地を提供するのは良いとしても，移民の流れにまじって日々有
害な諸活動の数を増やしている，ならず者や犯罪者の大衆にたいしては，予防策を講じることも
また必要なのです⑨。
　この講演内容は『捕獲すべきひとびと』の題名のもとに出版され，2年後にはロソブローゾの序章
を加えたイタリア語訳『生来性犯罪者』としてトリノで出版されている。都市住民をひとつのかたま
りとみなす大衆論は，とりわけ犯罪学の領野では，〈移民大衆〉を〈良い移民〉と〈悪い移民〉に弁
別する必要性として表出された。このドラゴの示唆を間接的にうけたブエノスアイレス管区警察の官
吏フアン・ブセティヅチによって，一般市民に対する指紋押捺が構想されて実現されたのも，1912
年におこなわれることになっていた男子普通選挙の実施にさきだって，それまで政治の領域から排除
されていた移民二世に政治参加が認められることに対する，行政側の予防策としてであった。
　そもそも指紋による個人の同定は，イギリス植民地主義政策による流用の産物である。1870年代
にベンガル地方フーグリー管区の1行政官が，ベンガル地方で古くから用いられてきた指紋で個人
を区別するしかたに目をつけ，植民地経営の当地技術として用いることを企て，最終的には，優生学
者フランシス・ゴールトソ郷が，指紋識別をひとつの技術として体系だてた。ゴールトンが指紋のな
かに人種的な特徴を見いだし，それを用いて大英帝国の周縁を序列化し図表化しようとしていたこ
ろ，帝国の植民地主義的な欲望が展開されつつあった，帝国的地政図の周縁に位置するアルゼンチソ
では，その知を統治実践のテクノロジーとして用いようとする動きが出現した。ブセティッチによる
指紋識別システムの実践への応用である。
　イギリスの植民地支配をうけているベンガルのひとびとから盗みとられた知の形態は，その知を有
していたベンガルの被支配者を統治するための植民地主義的な技術としてふたたびかれらへと投げか
えされた。他方でその知は，帝国の知の体系の周縁にくみこまれていた別の地域の官吏によってひそ
かにもちだされ，流用され，現地で改良が加えられて，世界初の指紋による犯罪者逮捕という具体的
な成果へと結実したのである。ブセティッチが開発したあらたな指紋識別法により，世界ではじめて
再犯者逮捕が実現されると，はやくも1894年には，アルゼソチソ政府をあげて指紋識別法研究の推
進が決議され，旧来の身体測定法に変わる技術として，アルゼソチソだけでなく，ブラジル，チリ，
ボリビア，ペル「，パラグアイ，ウルグアイでつぎつぎと採用されていった㈹。
　さらにブセティッチは，ブラジルの身分証明局局長フェリス・パシェコとともに，南米，北米，
ヨーロッパの3大陸を結ぶ壮大な指紋照合ネットワーク構想をうちだしていた（且D。実現していれば，
国境を越えて人の流れを監視し規律化する技術として，ヨーロッパに先駆けて，世界有数の移民受け
入れ国アルゼソチソとブラジルにおいて人間のマッピング作業が可能になったはずである。出身地域
や住む場所だけでなく，年齢，性差，言語，皮膚の色，属する階級といった個人の属性はことごとく
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消し去られ，身分証明書に押された指紋という，身体表面のほんの一部分のコピーだけが，その人間
を同定する唯一の手がかりとなる。一見したところ異なっているように見える多様な人々も，同じ基
準を用いて大量の人間を測定し，ひとつのタブローのうえで分類し，監視することを可能にするこの
知の体系化によって弁別可能になることに，アルゼンチンとブラジルの一官吏は十分に自覚的だった
のだ。
　いいかえればこういうことである。かたや西洋の植民地支配下にある地域で，指紋が統治の技術と
して用いられることにより，植民地支配をうけているひとびとはヨーロッパの知の体系の内部にマッ
ピングされていった。だが他方では，地理的には植民地支配の外部におかれてはいても，まちがいな
くその知の体系の内部にあったアルゼンチソをはじめとするいくつかのラテンアメリカ地域の支配層
が，西洋植民地主義の尖兵と同じ身ぶりを反復していた。19世紀前半には大地や植生に対しておこ
なわれていたマッピソグ作業は，20世紀はじめには，人間にたいして，とりわけ国境を越えて移動
するひとびとに対しておこなわれようとしていたのである｛1　2）。1910年にアルゼンチンを訪れたフラン
スの政治家ジョルジュ・クレマンソーが，ブエノスアイレスの身分証明発行局の前に集まったひとび
とを目撃していうには，「若者も老人も，おしだまって10本の指に靴墨のようなものを塗りたくって
いて，押捺が終わって石鹸の入ったお湯のなかで指先を洗っても，それは容易におちそうになかっ
た個。だが，容易におちそうにないのはイソクではなく，指先の奇妙な形状をした搬のほうであり，
身分証明局に登録された正確なそのコピーであり，苦痛の叫び声もスペクタクルな山場もなく「おし
だまって」列をなすかれらの精神に烙印された意識のほうである。犯罪をおかしていようといまい
と，どのような人生をおくってこようと関係なく，きわめて平等かつ人道的に，全員が〈受刑者〉と
なるのであるから。
　それにしても，かつての身体刑が衰退し，あらたな処罰システムが発明され，やがて指紋押捺のよ
うな権力の監視とく懲罰〉の技術が生まれてきた時期と，帝国主義が拡大していった時期が一致して
いるというのは，たんなる偶然だろうか。18世紀末以降の知の体系化のなかで，世界が均質なタブ
ローのもとに再編成されていったのと同時並行的に，植民地主義的な拡大は膨大な人と物と情報の流
動化をもたらし，流動化のなかで接触し，交錯し，さまざまな抗争がおこり，それまではありえなか
ったような結合が生じる過程が短期間のうちに深化していった。帝国主義的言説の土台をなす知の体
系は，このようにみずからの植民地主義的拡大そのものが産出するさまざまなあらたな状況を，たえ
ずみずからの内部に組み込んでいかなければならなかった。他方でそれは，知の体系化をめざす技術
をめぐる争奪戦が，ヨーロッパ内部だけでなくその外部でも展開され，文字どおり地球規模での空間
と人間の序列化が進行していった過程でもあった。
　多様な接触のなかでつぎつぎと増殖していく未知なるものを統御し，その未知なるものが与える脅
威や恐怖を飼い慣らしていくためには，均質な知のタブローそれじたいをより緻密なものにしていか
なければならず，そのために，より隠微なかたちでの監視と官吏の技術が要請されたのではなかろう
か。おそらくそのひとつの典型的な例が，指紋押捺という，微細な物に着目しそれを解読するという
洗練された知に裏付けられた，〈人道的〉な監視の技術である。ここに，かつての人種類型による序
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列化に加えて，個人のふるまいやその道徳的ありようを序列だて，さらに身体のごく一部をパーッと
して分離し独立させ，類型化し管理することをつうじて，人間を弁別し支配するためのあらたな知の
システムが編み出されたのである。
第3章　崩壊から構築へ
【記憶の町の崩壊】
　アルゼソチン国歌の作者を祖父に持ち，19世紀アルゼンチソを代表する歴史家を父に持つルシ
オ・ビセソテ・ロペスは，1884年に『スダメリカ』紙に掲載した小説『大いなる村一ブエノスアイ
レスの風俗』のなかで，19世紀末のブエノスアイレス空間の変化を次のように語っていた。
　あの頃〔1860年代初め〕のブエノスアイレスは，今日のブエノスアイレスとはまったく異な
る街だった。ペルー通りとビクトリア通りの様子は，この22年間のあいだにすっかり変わって
しまった。当時くセントロ〔中心街〕〉はピエダー通りにはじまってポトシー通りに終わり，そ
こではボラール氏の店が地域一帯の商店の南の先兵を代表していた。角の店舗，暁の民主主義的
なカウソターには，市場にやってきた早起きの料理女や女将が，そしてまた夜の7時から晩鐘
が鳴るまでのあいだには，貴族というのでなければブルジョアジーが，それぞれやってきたもの
だった。上品な店の並ぶ地区はビクトリア通りからエスメラルダ通りまでのあいだで，あの5
区画がその当時の大いなる州都のくファッション〉の〈ブーレヴァール〔大通り〕〉を形成して
いた。
　細長いカウソターと，その上でスフィソクスのように鎮座まします白猫のいたあの時代のブエ
ノスアイレスの店を，ハイブリッドでくる病的で店ごとの特徴のない今日のヨーmッパ的な商店
が追放してしまったのだ。ああ，あの頃の店たちよ！　客を歓迎する上等のキャラコ風の綿布が
掛けられ，それが街路の壁まで2メートルから3メートルほども店の外にむかってはりだして
いた，ショウウインドウのない店の入り口。キャラコ風綿布の反物にまじって，半幅の光沢のあ
るペキン絹が壁面に釘で打ちつけられていて，それが吹く風に脹らんでは，店の外で目利きの仲
買女が親指と人差し指のあいだで反物をしごいて質をみるのを待ちうけていた店のさまが，いま
でもわたしには見えるようだ。あれこそが真の商人の心意気であって，きょうびのそれとはまっ
たく違う。いまでは，巨大なショウウイソドウが客の目を誘惑しても，わたしたちの母親が当然
の権利として主張していた手触りへの要求は充たされないのだω。
　ロペスは思いだす。1860年代当時，主として上流階級のひとびとが住んでいたブエノスアイレス
南部の商店街が，そこに集う人の階層も，教会の鐘に統べられるその生活リズムも，カウンターを境
に店の主人と客がかろうじて分けられているだけで店の外と内が連続していた商店も，植民地時代の
様式をひきずっていたことを。19世紀後半にブエノスア・イレスの商業部門にショウウイソドウが導
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入されるまで，店先に並べられた商品は，触っただけで品物の質をみわけることのできる玄人芸を消
費者に期待しており，経験のない買い手は〈本物〉を区別できるようになるための鍛練修業を経なけ
ればならなかったことを。
　しかし，ショウウインドウが導入されるにあたって，そうした消費構造はおおきく転換する。いま
や玄人芸を必要とする触覚に頼った差別化の権利は消費者から剥奪され，かわりに素人／玄人の区別
のない視覚に優先権があたえられる。それは，〈質のわかる〉専門的な少数老の限定的な市場から，
年令性別を問わない不特定多数をターゲットとするマス市場にむけた商業資本の活動が開始され，ブ
エノスアイレス市が資本主義のあらたな時代にシフトしていく合図であった。
　独立後の50年間というもの，内戦や独裁といった政治状況の変化や景気の浮沈はあれ，ブエノス
アイレス社会に厚い層となって沈殿していた植民地時代の記憶。教会の晩鐘や，料理女や女将と同じ
店に立ち寄る貴族やブルジョアジー，カウンターに座る白い猫街路にはみ出して並べられた商品，
ペキン絹の肌触りといったかたちで，街のあちらこちらで息づいていた記憶。父親の亡命先モソテビ
デォで1848年に生まれ，4歳からブエノスアイレスで育ったロペスの記憶する故郷ブエノスアイレス
市とは，そうしたコロニアルな記号に溢れる空間だった。手触りをつうじて自己をとりまく＜もの〉
と主体との距離がかぎりなく小さかった空間の連続性は，透明で冷たく堅いショウウインドウという
排他的システムによって遮断されてしまった。
　引き裂かれるのは，主体と欲望の対象との親密な距離だけではない。植民地時代から綿々とつらな
るものとして記憶されてきたブエノスアイレス市の時間の連続性も，そこでは遮断されるのだ。独立
期からつづくブエノスアイレス市の名家が，みずからの社会的特権のよりどころにしてきた歴史的時
間の連続性もまた，新参者のシステムによって，「真の商人の心意気」と対立する人工的な視覚のシ
ステムによって引き裂かれる。このように空間や時間が暴力的に引き裂かれると語られ，失われた時
空間が記憶のなかに石化されてく偽〉の現在と対照的な〈真〉として仮構されるとき，＜コロニアル
なもの〉はフェティッシュな対象として固定化され，強力な言説的磁場をつくりだす。
【病理から文化へ】
　ロペスと同じくブエノスアイレスの名家に生まれ，将来をみこまれた医学老として若くして頭角を
あらわしたホセ・マリーア・ラモス＝メヒーアは，1878年に発表されたアルゼンチン最初の精神病
理学的な作品『著名なひとびとの神経症』第1部のなかで，〈コロニアルなもの〉を医学言説と接合
させている。
　〔植民地時代には〕食料はじゅうぶんあり健康的だったので，その結果きわめて急速に組織を
破壊する消化器系のもろもろの病いや，消化不良や，腸炎や，あらゆる一連の慢性的な障害も，
危険というほど支配的ではなかった。消化器系のもろもろの病いは，しばしば発疹性の熱病や，
のちにわたしたちの時代に恐ろしく急速にひろまることになる結核や腸チフス，腎炎，痛風肝
臓疾患といったものの徴候であるのだが，いずれも当時はまったく観察されなかったか，ほとん
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ど観察されなかった。今日では，乳児の腸炎はひどく広範に庶民に打撃を与えている疾患となっ
て腺病と悪性の関係性をもっているのだが，それが青白い顔色で〈ヴォルテールふうの顔〉と，
締まりがなくたるんだ肉体そしてひどく特徴的なすこぶる悲しげな眼差しをもつ，このわたし
たちの貧弱化した世代をかたちつくっている②。
　ラモス＝メヒーアは，病いのあふれるグロテスクな現在と対照的な，健康で衛生的な植民地時代と
いう，なんら歴史的裏付けのない観念的な時間を描くことをつうじて，前産業化社会へのノスタル
ジーに訴えかける。「前近代」の時代への単純なノスタルジーが語られるだけではない。病いとは無
縁なそのユートピア的時間からスペインの植民地だった事実はほとんど消去され，国民国家の起源的
な時間が創りだされているのだ。そこで欲望されているのは，アルゼンチソの国民的同一性の起源と
して構成される移民不在の時間であり空間である。
　都市の移民を問題化するこうした言説が，文化主義的な言説と接合されたことは容易に推測できる。
1909年に出されて，後世まで影響力をもったとされるr国民主義の復古』のなかで，文学者リカル
ド・ロハスは次のようにいっていた。
　わたしたちが災いの前夜にいるかどうかを誰かに明らかにしてもらう必要などない。法外な数
のイタリア人労働者たちがわたしたちの農場や牧場で働き，すさまじい量のイギリス資本がわた
したちの会社で動いていることを思い出すだけで十分だからだ。わたしたちを真の経済的従属に
おとしめるこうした人間と資本のコスモポリティズムのただなかで，土着的な要素は無関心へと
捨て去られるか，そっけない評価しかうけないかのどちらかで，ほんの少しばかりの特権しか救
済されてこなかった。こういったすべてのことがらも，ドラマチックな身振りで表明されればぞ
っとするものともなろうが，伝統的な精神のもの言わぬ悲劇の内なる苦悩は，外国の紫のマント
によって覆い隠されてしまうので，表面的にはわたしたちは繁栄へと導かれてきたかのようにし
かみえないのである（3）。
　独立以降，土着的なものを破壊しつくしてきたのがアルゼンチン政府の近代化政策であったこと
は，ここではきれいさっぱり忘れ去られている。フロンティア侵攻によって先住民とその土地を征服
した結果，領土を約2倍に拡大させた「荒野の征服」政策が完了してから20年しか経っていないと
いうのに，自分たちがおこなった膨張主義的な軍事政策を忘れ去り，抵抗の主体としてみずからを構
築しなおしているという，驚くべき集団的記憶喪失。しかもそこでもちだされているのは，ほかでも
ない自分たちが破壊した「土着的要素」に対するノスタルジックな思い入れである。こうした土着的
なものに対する「帝国主義的ノスタルジー」（レナート・ロサルド）は，逆説的にも20世紀はじめの
アルゼソチソでは，帝国主義に抵抗する主体というかたちで編制されたのである。
　この時期，アルゼソチンの国民文学の正典として『マルティソ・フィエロ』が選びとられたのも，
抵抗する主体としての〈土着的なわたしたち〉を構築しようとする言説編制においてであった。
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1913年にアルゼンチン文学講座がブエノスアイレス大学哲文学部に設置されるにあたって，ロハス
は，土着の民牧童（ガウチョ）を主人公に据えた作品rマルティソ・フィエロ』こそは国民的叙事詩
であると宣言し，その同じ年には文学者として名声を博していたレオポルド・ルゴーネスが，大統領
をはじめとして諸大臣が列席する異例の文学講演のなかで『マルティン・フィエロ』に同様の賛辞を
送り，文化的エスタブリッシュメントの雑誌rノソトロス』も，著名な文学者たちにこの作品のく国
民的価値〉を問うて議論を加熱させた。rrマルティン・フィエロ』の価値は何か？」と問いかけ，
「はたしてわたしたちは民族の声がそこに響いているような詩節からなる国民的なひとつの詩を本当
にもっているのか？」と尋ねる『ノソトロス』誌のアソケートに対して，ブエノスアイレスの多くの
主要な文学者が回答を寄せたという事実は意i義深い（4）。問いかけに対して，肯定の身振りで答えよう
と否定の身振りで答えようと，そこには「国民的なひとつの詩」なるものの存在を問う言説の磁場が，
自明のものとして構築されるからだ。〈問いかけ一答える〉というこの審問の領域で，『マルティン・
フィエロ』は，国民主義的な文学表現なるものの基準点として再配置された。
【文化を標本する】
　イダルゴをはじめとして，独立期以降，ガウチョの口承文化を自己領有した作品は他にも数おおく
書かれた。にもかかわらず19世紀後半に書かれた『マルティン・フィエロ』が，なぜ国民的伝統の
起源として選ばれたのか。
　『マルティン・フィエロ』は，ジャーナリスト出身の政治家で牧場主でもあったホセ・エルナソデ
スが，1872年に小冊子形式で出版した叙事詩である。マルティソ・フィエロという名のガウチョが
苦しみに満ちた自分の半生を歌いあげる形式のこの作品のなかで，主人公はただガウチョであるとい
う理由だけで権力者によって虐げられ，非人道的な扱いをうけ，人間としてささやかな幸福を享受す
ることさえ許されてこなかったと訴えている。近代化を強引にすすめ抑圧をくりかえすパワーエリー
トの不正義を暴露して，ガウチョのおかれている状況を開示し，強権的な政策を批判する〈犠牲者ガ
ウチョ〉という表象は，地方民ガウチョの反乱がいまだ過去のものとなっていなかった1870年当時
には支配的な知識人からはほとんど支持されなかったが，普段あまり読書習慣をもっていなかった非
教養層から熱狂的に支持された（5）。　　　　　　　・
　だが，社会的な状況の変化によってガウチョの反乱がもはや過去のものになった1910年代になる
と，この作品は，とりわけ知識人のあいだで再評価されることになる。理由は明らかだ。ガウチョが
中央政府にとって社会的な脅威であった時代が終焉を迎えた20世紀初頭にあっては，近代的なもの
に抑圧される牧畜民の口を借りてみずからの人生の辛酸を歌う内容が，国民主義的な過去の表象にナ
ルシシスティックなかたちで自己同一化することを容易にするからである。
　そもそも『マルティン・フィエロ』そのもののなかで，回顧主義的な語り口はすでに支配的であっ
た。たとえば在りし日のガウチョはこのようなものであったと回顧されている。
そうして馬を馴らすあいだ／他の男衆は牧場に出ていき
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家畜どもを追いあつめ／群れを駆りあつめ
そうして気づかぬうちに／興じる男衆の1日は暮れていく
　日がとっぷり暮れるころにゃ／男衆は厨房に集まって
ぱちぱちはぜる火を囲み／とめどなく語りあい
こんな愉快なおしゃべりが／夕餉のあとまで続いたもんだ
　腹もたっぷりくちてくりゃ／至福の時がやってくる
愛しいあの娘と手に手をとって／お偉方のように眠りにつく
翌日にはふたたびまた／前の日の仕事をはじめるために
　ああ，思い出よ！　……なんと素晴らしかったことだろう！
ガウチョたちが1団となって／いつも愉快に駿馬に跨り
仕事につこうとしたもんだ……／ああ，だがそれも今や昔……ああ！（6）
　圧倒的な力を行使する近代的な勢力を批判しようとする『マルティン・フィエロ』の批判は，ガウ
チョがおかれている同時代の社会不正を強調したいばかりに，もはや失われてしまった楽園的な過去
を描きだすことに向かい，その批判のよりどころを，現実にかくありきとは到底信じることのできな
い疑わしい過去の表象に求めている。あたかも真正なるガウチョ文化といったものは，友情や家族の
絆や家父長的な牧場主とのユートピア的な労働関係からなる，過去の伝統的な生活文化空間にこそ存
在するのであって，そうした伝統の外部には存在しないかのようだ。さまざまな社会的構成素を流動
させ変化させる近代的な時空間は，ガウチョの真正性を汚染し破壊するという論理が，こうした文化
像を貫いているのである。あらゆる回顧主義的な批判の例にもれず，『マルティソ・フィエロ』もま
た，資本主義的な変化を情緒的に非難するためのよりどころとしてガウチョ文化の伝統をもちだして
いる。情緒に訴えるこのレトリックこそが重要なのだ。抵抗の主体という言説が政治的な力をもつの
は，このような情緒のトポスにおいてにほかないからである。
　失われた過去を嘆き，その過去にノスタルジックに思い入れることをつうじて，同時代の変化を批
判するといった情緒的なレトリックは，ガウチョ文化を，変容することのない，変容することの許さ
れない時空間のなかに閉じこめて愛玩することと同義である。このような文化の囲いこみへの欲望
は，作品執筆にあたって出版元の編集者ホセ・ソ・イロ・ミゲンスにあててしたためられた書簡のなか
でつまびらかにされている。エルナソデスはそこで，この作品を書いた目的は，「文明の征服過程の
なかで絶滅していってしまう，われらがパンパに生きる独自の人間類型の肖像画を描くこと」にある
と言明していた（7）。すなわち瀕死の状態にある土着の文化を標本化して，それを「われらがパンパ」，
つまりくわたしたちアルゼソチソ国民〉の伝統として保持することが重要だったわけである。
　しかしながら，『マルティン・フィエロ』が出された1870年代には，すでに社会の急激な流動化が
はじまっていた。戦争や産業化や移民政策などにより，都市には数多くの牧畜労働者が流入し，また
内陸には移民が入植していた。にもかかわらず，こうした時期に〈犠牲者ガウチョ〉という表象を用
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いながら，古き良き時代を語ること。じつはそれは，都市に移動流出する内陸民を，真正性を失った
ガウチョとして否認し，他方で内陸に流入してくるヨーロッパ移民を，「グリンゴの連中ときたら／馬
ののりかたも知らず」「鞍のつけかたも分からなきゃ／牛の畜殺のしかたも知らず／わしは何度もこの
目で見たが／倒された牛の側にゃ／寄りつきもしないありさ劇⑧として排除することによって，文化
に線引きをするという，文化の所有権を画定する身ぶりと表裏をなしてしまうのである。
　文化の閉鎖性を強調し，その生活スタイルや伝統は外部の人間には共有されないと主張することに
よって，〈グリンゴの文化〉と〈ガウチョ文化〉がともに排他的な文化であるとする前提が，あたか
も自明であるかに表象された。このように文化的な差異を強調することをつうじて，流動化しつつあ
る状況のもと，異なる出自の人間どうしのさまざまな結びつきや関係性のとりむすびが可能であった
ろうはずの社会空間は，文化的にゲットー化され硬直した社会空間であるかのごとく表象された。エ
チエソヌ・バリバールが，そのすぐれたエッセイ「〈新人種主義〉は存在するか」のなかでのべてい
るように，文化主義に支えられているこのような表象戦略は，すでにひとつの人種主義的言説であ
る⑨。
　本来多様であるはずの社会関係を，文化的な差異という本質によって決定される集団間の関係へと
回収してしまう言説。生物学的な属性でなく文化にもとつくこの人種主義的言説は，表面的には従来
の白人至上主義の人種論を批判し，社会的なく弱老〉たるネイティヴを救済する言説であるかのよう
にみえてしまう。『マルティソ・フィエロ』が，あたかも被抑圧者の声を代弁した作品であるかのよ
うに評価されてきたのは，このためである。1870年代当時に抵抗の主体として土着的な文化を構成
し，さらに20世紀初頭にそれを国民文化のひとつの古層として認知しなおすことには，重大な政治
的な意味がはらまれていたのである。
　『マルティン・フィエロ』が正典化された1910年代とは，国民文学というカテゴリーの構築や民俗
学研究の制度化，さらには，〈新歴史学派〉と呼ばれる国民史学派の形成㈹といったように，さまざ
まな分野の学問が，国民的なものや土着的なものを問い，探究し，その問いに答えようとする国民主
義的審問の言説領域で再編成されていった時期にあたる。1912年に制定された男子普通選挙法によ
って，ブエノスアイレスの移民二世に政治参加が認められ，その4年後におこなわれた初の大統領
選挙のもと，ブエノスアイレスの中産階級に広く支持された急進党政権が成立した状況と，それは無
関係ではありえない。アルゼンチン初の短期間のく民主主義的な時代〉とされてきた，まさにその
1910年代から20年代末において，国民主義的審問の場を用意する言説の領野が形成され，そのなか
で文化主義的人種主義の色濃い学問装置がつくられていったのである。この点が見おとされてしまう
なら，30年代以降のいわゆる「ファシズムの時代」やその後の「ポピュリズムの時代」は，それ以
前の「民主主義の時代」のたんなる〈反動〉としてしかとらえることはできなくなる。だがおそらく
そこにあったのは，政治的く反動〉や歴史的く逆説〉というかたちで説明されるような言説の亀裂と
いうより，連続性だったのである。
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結 辞
　19世紀後半にすすめられた公教育政策の結果，かろうじて読み書きができる程度の識字能力をも
つ層は急速に拡大した。この新参の読者層は，教養層のあいだで流通していた一般書物の消費者とは
ならなかったが，新聞や雑誌といった定期刊行物や，新聞連載小説を冊子化した粗悪な出版物，そう
した出版物の登場人物を題材にしたサーカスの幕間劇など，教養層が正統なものとみなしていなかっ
た，いわゆる〈二流〉の文学形態の消費へと向かっていったω。支配的知識人たちが国民文学の代表
に据えたrマルティソ・フィエロ』も，かなりの割合でこうした非正統的なルートをつうじて消費さ
れた。
　第1作目のrマルティン・フィエロ』は，初版から4年間で8回ほど重版され，続編のrマルテ
ィン・フィエロの帰還』が出版された時点ではすでに11版を重ねており，正規版の重版数だけでア
ルゼソチン史上初の大ヒット作であったことがわかるが，実際にはそれをはるかに超える数の海賊版
が一般に流通していた。たとえばリカルド・ロハスは，エルナンデスが死去した1886年以前に出さ
れたオリジナル版を八方手を尽くして入手しようとしたが，古本屋にも版元の在庫にも残部がなく，
初版を出した版元の好意でやっとのことで正規版を手にすることができた。それを同時期に出された
「粗悪な海賊版」と比較検討してみたところ，海賊版は「真正な版元の奥付までグロテスクにも偽造
していた」といい，さらにそれ以後出版された数多くの海賊版について，「テクストの改窟はいよい
よ凄まじいものになっていった」と証言している②。
　こうした海賊版が当時どれほどの規模で流通していたのか，その全体像を把握することは出版物の
性質からして不可能だが，正規の書店ルートではなく，海賊版の版元みずからがそのつど開発する経
路で販売されていたことは確かなようだ。路上の新聞売りの手で売りさばかれたり，キオスクや，タ
バコ屋，靴磨きのスタンド，飲み屋，その他さまざまなタイプの休憩場所で売られた。たとえば，あ
る雑貨卸商が内陸のパソバ地域のプルペリーア（居酒屋兼雑貨屋）に卸していた品物のリストには，
「マッチ12ダース，酒12樽，サーディン100箱」といった品目とともに「『マルティン・フィエロの帰
還』12冊」と記載されていた（3＞。農牧労働者たちが生活必需品を調達したり，酒を酌み交わしたりす
るプルペリーアのカウソターのうえで，『マルティン・フィエロ』がやりとりされていたことを示す
興味深い例といえよう。
　ところで，rマルティン・フィエロの帰還』が出された1879年，それを凌ぐ大ヒットとなる作品が
出現した。1カ月あまりかけて『バトリア・アルヘンティーナ』紙に連載された『フアン・モレイラ』
である。『マルティソ・フィエロ』とは異なり，同時代の教養層からは国民的文学作品とみなされる
ことのなかった『フアン・モレイラ』は，『マルティソ・フィエロ』をふくむそれ以前のガウチョを
主人公とした作品にはない大きな特徴がある。この特徴こそが作品のポピュラリティを得た理由だろ
う。
　まず第1に，作品の素材。『フアン・モレイラ』で扱われているのは現実におこった人目を引く殺
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人事件であり，いわゆる文学作品になじみのない読者も，それを通常読みなれていた新聞記事の延長
として読むことができた。第2に，テクストの構成のしかたである。『フアン・モレイラ』は，歴史
家ロジェ・シャルチエが17～18世紀のフラソスの青表紙本の特徴としてあげている性質の多くを兼
ね備えている。出来事や登場人物を記憶することを読者に強いる複雑な筋立てをもっておらず，短い
断片をかさねあわせたり同じモチーフを何度も使用しており，さらには1文を細かに区切ったり，
改行を多用することによって文章のまとまりをしめしたり，章のタイトルだけで内容を把握できるよ
うにするなどの工夫がこらされている（4）。シャルチエによれば，こうした特徴は「読書の名人たちの
読み方ではもちろんないし，息の長い持続的な読み方でもなく，本を手にしてはまたすぐに投げだし
てしまうといったたぐいの不安定な読書，容易に判読できるものといえば，高々短くまとまったシー
クエンスぐらいのもので，読みの手助けとなるさまざまな印をふんだんに必要とする読書」であり，
おそらくはそうした読書形態を想定したテクストに共通している構成手法である（5）。19世紀末から20
世紀初頭にかけてアルゼソチソに出現しつつあったあらたな読者層，つまりスペイン語で書かれたテ
クストの読みに慣れていない移民や，読書にさほど精通していない内陸の農牧地域出身の移住者とい
った読者層にとっても，青表紙本的な読書形態は，自分たちの生活にとりこみやすいものであったろ
う（6）。
　こうしたテクストそのものの特徴とは別に，『フアン・モレイラ』を大ヒットに導いた外的要因が
ある。文字で書かれたテクストの外部で，読書行為からも切り離された領域でそれは発展した。活字
媒体として世に出た4年後の1884年，イタリア系移民二世のポデスター兄弟が，自分たちのサーカ
スー座で『フアソ・モレイラ』を下敷きにしたパソトマイム劇を演目にのせたところ，これが思いが
けず大好評を博し，さらに1890年には台詞と音楽や歌が加えられてガウチョ劇として上演されるに
いたって空前の大ヒットとなったのであるω。ヒットをうけて類似の小説が数多く出版されるように
なり，「モレ・イリスモ」と呼ばれる社会現象すら生みだされた。のちにホセ・インヘニエロスは，当
時のことを次のように回想することになる。
　　　1900年ごろ，新聞雑誌や演劇の舞台にあおられて，ブエノスア・イレスでは「モレイリスモ」
　　の伝染病がはやった。しばしば街の郊外では，暗黒世界の連中が　　〔『フアソ・モレイラ』を
　　模して書かれた作品〕『エル・メレーナ』や『新フアン・モレイラ』や他の似たような人物のよ
　　うに　　普段着の上に，古めかしいガウチョの衣服の味わいをもたせた衣服を身にまとい，武器
　　を手に，警察当局に決然と抵抗しようとしていた。ギターを抱えたおきまりの姿で　　とはいっ
　　ても，たいがいギターを弾けはしなかったが　　，バリオ〔下町〕のマトソ〔ごろつき〕は，た
　　いていはカタルーニャ系かイタリア系の出版社が編纂した質の悪い詩の小冊子で習い覚えた，
　　「伝承的な」デシマ〔十行詩〕のようなものを調子っぱずれの声で歌いながら，アグアルディエ
　　ンテ〔焼酎〕の売り場をめぐり歩きにでかける。警察が連中を牢獄にぶちこむ前に，どこぞの警
　　察もののクロニクル作家たちは，大量に流通している新聞や雑誌のなかでかれらをつこうのいい
　　宣伝文句にしてしまうので，この伝染病に感染しやすい者たちは，より地味なステージで「モレ
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イリスモ」のまねをする決意をするのに必要不可欠な，犯罪発生症的環境を創りだしてしまうの
だった（8＞。
　犯罪学的な観点からモレイラ・ブームを危険視していたインヘニエロスとは別に，文学や言語の領
域からモレイラ・ブームを危険な徴候とみなす言説があらわれた。その代表例が，1902年に歴史家
エルネスト・ケサーダが人文諸学の月刊誌『エストゥディオス』に発表した「アルゼソチソ文学にお
けるくクリオジスモ〉」である。ケサーダの主張は，こうだ。
　安売りのパジャドール〔吟遊詩人〕たち，抜け目のない興行主に雇われた連中がステージで向
かいあわせになり，ギターを抱えて即興的な対立旋律を歌い，〔ガウチョが実際にやった〕歌の
競演を模倣して順繰りに相手の歌に反駁して歌うといったさまが繰り広げられる舞台やサーカス
は，おそらくはこうした地方色を必要とする本能によって満たされているのだ。ガウチョの吟遊
詩人たち，正統なパジャドールたち，街の劇場で金のために「即興に歌う」ガウチョたちとは！
このような趣向には，ほとんど残酷といってよいほどの皮肉があるのであって，まさにそのこと
だけでガウチョ民族の衰亡を示している（9）。
　ガウチョを主人公にした『フアン・モレイラ』のような作品を読む行為は，ひろく社会的にみて，
シャルチエのいう「活字をとおしての文化的同化（acculturation）」㈹を可能にするプロセスであった
こどは間違いない。だが，そのような文化的同化は，一方が他方の文化を包摂していって完全に“a－
culturate”する，つまりく無一文化〉化することを意味しない。ケサーダやインヘニエロスが危機感
のもとに探りあてていたのは，言語の引用可能性がもたらす別種の意味作用，引用の恣意性，流用や
盗用への怖れであり，つまりは読みの実践によって異なるテクストが社会的に生成させられていって
しまうことへの畏怖であった。〈活字文化に属する教養層〉とく口頭伝承の文化に属する大衆〉とい
う二項対立的な読者層はたがいに浸食しあうことはないとする，19世紀的な前提のうえに成立して
きた解釈共同体の絶対性が，ここにきて流動化しつつあることが敏感に察知されていたのである。
　アルゼンチソの国民精神のあらわれとして，教養層が特権視してきたガウチョ的な世界の表現が，
模倣され，流用され，盗用され，読みかえられてしまいうるものであること。そのことに気づいた教
養層の痙攣的な反応。それが，読みの管理技術の学としての民俗学や文献学への飽くなき志向として
表出したのではなかったか。こうしたガウチョ的な意匠の模倣をとりまく文化言説について考えると
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き，模倣に関するホミ・バーバの指摘は有効かもしれない。「模倣の言説は両義性の周囲に構築され
るのであり，それが効果的であるためには，模倣はたえずそれ自身からのずれや，過剰，差異を生み
ださなければならない」とのべたうえで，バーバはいっている。「模倣とは二重の分節化のしるしで
ある。それは権力を可視化するものとしての他者をく領有する〉，改良や，規則や，ディシプリソの
複合的な戦略である。しかしながら，模倣は，領有されざるもののしるしでもあるのであって，コロ
ニアルな権力の支配的な戦略的機能にぴったりと密着して，監視を強化し，＜規範化されたnormal一
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ized＞知と規律化する権力の双方にとって内在的な脅威の構えをとる，ひとつの差異ないしは不服従
なのである」⑪。世紀転換期のアルゼソチンの文化状況にかぎらず，文化的な異種混瀟現象分析する
にあたって重要なのは，人文諸学のディシプリンや，社会コソトロールの学の戦略といった，支配的
な言説領域に領有されている「領有されざるもののしるし」を注意深く見極めていくことである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
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